
ぐど/を努J hわ~，1

t刊

。� 

会� 

平成� 20年度後学期

工学部社会工学科「現代経済の諸問題J(担当教員:安達貴教)

期末試験略解

問題� 1(20点)� 

(a) 労働力には、従業者のみならず、休業者(両者あわせて就業者)(1点)、完全失業

者(1点)も含まれるJことと、

「労働力率の分母は、全人口ではなく、� 15歳以上人口� (2点)であるJことを指摘せよ。
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上の二つの図から明らかなように、労働力率上昇の説明としては、� Iの上昇よりも、� wの

上昇のほうが、より適合している。(1点)

女性のwの上昇に関わっていると考えられる事情について触れる。(1点)� 
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IとE との聞に正の相関があると、他の外生変数を全て一定としたとき、� 11が� 1単位上昇

唱
�
 

があるから。� 

11が� 1単位上昇� →Lが2単位減少」の内訳が� 

Lが3単位減少 ←これが真の� 6に対応� 

Iが� 1単位上昇《� 

もたらされた。� 

(D 2期間のデータがあるので、� 

以下のような簡単な数値例による推論 点)から、絶対値で見て過小な、もしくは正(e) (1

の推定値を得てしまうという上方バイアス 点)がかかる。(1

I A B以外で観察可能な変数が全く同じ個人 、 を考える。

0

5

 

L 62が 単位減少 (線形モデ、ルの に対応)とは言えない。なぜなら、次のような可能性今 j

L 1 Iが 単位上昇 ←この部分は と との聞の正の相関によってE

仇EI=θi+ +μ11

と仮定して(記法の説明はここでは省略するが、解答の際には簡単に説明すること) 点)、(2

ゆ8ILil=α+βW +tl;l+θi+1+μi1rPd+ +il i1 

L 九十九+� +O2 +α+β tl +θ'i μi2W= +i2 J i2i2 

(I IW ) ) ) (O1 -O2)Lil +δ +(μilμi2)~2)r(P K(X X+ + +i2 i2 i2- - - - -il 

(O1-O2)jとなり、更に、個人i、 との差を取ると(長くなるので、ここでは詳細は省略)、� 

の項が消え 点)、手元にある式は、通常の最小 乗法の仮定を満たしているので、最小(2 2

(注意: で、明示的に考えなかったムがないとする場合は、最初の差を取るだけで良い。)(e)

の差を取ると� 

Li2 β(Wil il il 

2乗法によって、推定値を求めれば良い。

2 




問題� 2(16点)� 

(a) 男性は、以下のような予算制約を持つo 

p .CM =W M .(T-[M ) 

。CM = W M-lTーを)
女性についても同様。

主ι>笠Lに注意すると、男性、女性それぞれの予算制約式は以下のように描けるo 
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男性と女性とが家計を形成すると、予算制約が拡大して、以下のように描ける。
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(a) 予算制約� c = w. (T -1) + 1 -T 1 
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問題� 4 (4点)
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問題� 5(12点)� 

(a) 

個人Aの無差別曲線� 
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(b) 観察されない変数と観察される変数との相関� (2点)によって、(問題l(e)のように)

推定値に上方バイアス� (2点)がかかる。� 
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問題� 6(10点)� 

(a) 1年の教育を追加したときの賃金の上昇率� ((ilw/w)/M) (2点)
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(注意:現実は、「能力の高さ」と「現在志向度」には負の相関と考えられる。) 
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